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3会社概要

社名 パナソニック デバイスＳＵＮＸ株式会社 （証券コード 6860）

設立 1969年10月

資本金 31億5,511万円（東証１部、名証１部上場）

発行済株式数 56,457千株

社員数 1,354名（連結）

所在地 本社 ・工場（愛知県春日井市牛山町2431-1）

連結会社 パナソニック デバイスＳＵＮＸ竜野株式会社（兵庫県たつの市） 1970年設立

パナソニック デバイスＳＵＮＸ九州株式会社（鹿児島県南さつま市）1983年設立

パナソニック デバイスＳＵＮＸ蘇州有限会社（中国蘇州市） 2002年設立

主な株主 パナソニック株式会社（69.7％）、金融機関（5.3％）、外国人（3.3％）

沿革 1986年 4月：名古屋証券取引所市場第２部に上場

1987年10月：松下電工（現パナソニック）㈱との業務提携

2001年 3月：東京証券取引所市場第２部に上場

2004年 9月：東京･名古屋証券取引所市場第１部に上場

2010年10月：商号及びブランド変更

パナソニック電工（現パナソニック）㈱ＦＡ機器事業承継

2012年 7月：「パナソニック デバイスＳＵＮＸ㈱」へ商号変更



4パナソニックグループにおける当社の位置づけ

パナソニック デバイスＳＵＮＸ株式会社

・
・
・
・

オートモーティブ営業本部 インダストリアル営業本部

新規事業本部 技術本部

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

制
御
機
器
事
業
部

アプライアンス社

ＡＶＣネットワークス社

エコソリューションズ社

・
・
・
・

オートモーティブ＆
インダストリアルシステムズ社



5企業理念

「企業理念」

センシングとコントロールを核に

夢をかなえる技術とサービスで

お客様とともに

ゆたかな未来をめざします



6目指す姿

産業から社会生活まで 、センシングとコントロール技術で

「環境・安全・快適」ソリューションをグローバルに提供します

ＦＡ：Ｆａｃｔｏｒｙ Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ
ＳＡ：Ｓｏｃｉｅｔｙ Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ



7事業内容

19％

21％
60％

ＦＡ用センサ

ＰＬＣ （ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙﾛｼﾞｯｸｺﾝﾄﾛｰﾗ）

プログラマブル表示器

レーザマーカ

画像処理機

紫外線硬化装置

センシングコントロール

プロセッシング機器

エコ関連商品

カスタム部品

カスタム商品

Ｅｃｏ・カスタム

海外
39%

販売構成
13年度

395億円

セーフティ
ライトカーテン

超薄型ビームセンサ

ファイバセンサ

プログラマブル表示器

エコパワーメータ

レーザマーカ 画像処理機 紫外線硬化装置

ＰＬＣ

レーザ変位センサ

国内
61%

LCD表示ﾕﾆｯﾄ 薄肉成形品



8事業内容

ＦＡトータルソリューション
センシングとレーザテクノロジー、コントロール・画像処理技術で工場の自動化をトータルでサポートします

ＦＡ：Ｆａｃｔｏｒｙ Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ



9事業内容

Ｅｃｏ：省エネ支援機器
「見える化」から「 適制御」へ “快適性と省エネの両立を実現”
クラウドと連携することでエネルギーデータと天気予報や生産/販売システムなど、
他の情報と組み合わせた新しい活用をサポートします。

ｴｱ流量

エコパワーメータ

制
御

見
え
る
化

空調制御用ﾕﾆｯﾄ

電力ｾﾝｻ
温湿度ｾﾝｻ

照度ｾﾝｻ

クラウド

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ制御
空調制御・無駄削減制御

快適制御

見える化ｿﾌﾄ



このイメージは、現在表示できません。

10事業内容

ＳＡ：Ｓｏｃｉｅｔｙ Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ
社会ｲﾝﾌﾗの自動化：中国を含む新興国向けに拡大

屋外用
プログラマブル表示器

立体駐車場での
車位置確認 地下鉄改札人体検出

エスカレータ 人体検出



11国内生産・販売拠点

パナソニック デバイスＳＵＮＸ九州
（鹿児島県南さつま市）

販売拠点：パナソニック デバイス販売㈱
東部12拠点
中部 6拠点
西部 8拠点

本社（愛知県春日井市）

生産拠点：本社・竜野・九州

2014年4月1日現在

パナソニック デバイスＳＵＮＸ竜野
（兵庫県たつの市） SC、Pro、Ecoの開発/生産

研究開発の中枢Eco、SC、Proの開発/生産

SCの開発/生産

ラボ・オフィス：立川、天満橋

ｼｮｰﾙｰﾑ

ｼｮｰﾙｰﾑ ｼｮｰﾙｰﾑ ﾚｰｻﾞﾏｰｶﾗﾎﾞ

パナソニック デバイスＳＵＮＸ
（大阪市中央区）

ｼｮｰﾙｰﾑ

パナソニック デバイスＳＵＮＸ
（東京都立川市）

ﾚｰｻﾞﾏｰｶﾗﾎﾞ

ﾚｰｻﾞﾏｰｶﾗﾎﾞ

SC：ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ
Pro：ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器
Eco：Ecoｶｽﾀﾑ



12海外生産・販売拠点

◆欧州 販売拠点（14拠点） ◆東アジア 販売拠点（19拠点）

◆アジア-パシフィック トルコ
販売拠点（12拠点）

パナソニック デバイスＳＵＮＸ蘇州

◆米州 販売拠点（6拠点）

2014年4月1日現在

生産拠点：蘇州

販売拠点：パナソニック デバイス社海外販売会社
SC：ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ
Pro：ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器
Eco：Ecoｶｽﾀﾑ

ｼｮｰﾙｰﾑ

SC、Proの製造および
中国現地仕様商品の開発
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２．２０１３年度決算ご報告



14決算のポイント

◇売上、利益ともに過去 高実績

１．国内売上は主要顧客のＩＴ関連向けが回復せず苦戦。

一方、海外は中国売上が牽引し過去 高実績

海外比率：39％（前年同期33％）

２．営業利益は、増販・合理化等により過去 高の34.5億円

営業利益率：8.7％（前年同期7.9％）

３．期末配当金5円 → 7円（2円増配） 年間12円

２０１３年度は２期ぶりの増収増益



2013年度
公表値

2013年度
実績

公表比 公表差

売上高 40,000 39,530 98.8% ▲470

営業利益 3,500 3,450 98.6% ▲50

経常利益 3,500 3,601 102.9% ＋101

当期利益 2,200 2,338 106.3% ＋138

EPS（円） 39.09 41.56 ー ＋2.47

15２０１３年度通期業績（対公表）
単位：百万円

経常利益、当期利益は公表値達成

売上、営業利益、経常利益、当期利益ともに過去 高実績



16２０１３年度経営成績・財政状態（対前年）

ー経営成績ー 2012年度 2013年度 前年比

売上高 37,549 39,530 105.3％

営業利益

利益率

2,961

7.9％

3,450

8.7％

116.5％

＋0.8Pt

経常利益

利益率

3,089

8.2％

3,601

9.1％

116.6％

＋0.9Pt

当期純利益

ＥＰＳ（円）

1,922

34.15

2,338

41.56

121.7％

＋7.41

ー財政状態ー 2013年3月末 2014年3月末 対前期末

総資産 36,328 37,974 104.5％

純資産 28,345 30,264 106.8％

自己資本比率 77.5％ 79.2％ ＋1.7ｐｔ

ＢＰＳ（円） 500.62 534.40 ＋33.78

ﾌﾘ-ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ ＋1,697 ＋2,027 330

現金・預け金 14,413 16,533 ＋2,120

単位：百万円



17２０１４年３月末貸借対照表

2013年3月末 2014年3月末 増減

実績 構成比 実績 構成比 金額 構成比

流動資産 25,362 69.8％ 27,071 71.3％ ＋1,709 ＋1.5Pt

（現金預金） 5,654 5,184 ▲470

（受取手形・売掛金） 4,356 4,182 ▲174

（たな卸資産） 5,057 4,920 ▲137

（預け金） 8,759 11,349 ＋2,590

（その他） 1,533 1,435 ▲98

固定資産 10,966 30.2％ 10,902 28.7％ ▲64 ▲1.5Pt

資産合計 36,328 100.0％ 37,974 100.0％ ＋1,646

流動負債 5,917 16.3％ 5,664 14.9％ ▲252 ▲1.4Pt

（買掛金） 2,413 2,741 ＋328

（短期借入金） 500 0 ▲500

（未払金・未払費用
未払法人税等）

2,095 2,042 ▲52

（その他） 908 880 ▲28

固定負債 2,065 5.7％ 2,045 5.4％ ▲20 ▲0.3Pt

負債合計 7,982 22.0％ 7,710 20.3％ ▲272 ▲1.7pt

純資産合計 28,345 78.0％ 30,264 79.7％ ＋1,919 ＋1.7pt

負債・純資産合計 36,328 100.0％ 37,974 100.0％ ＋1,646

単位：百万円



18２０１３年度キャッシュフロー

2012年度 2013年度 増減

営業活動によるキャッシュフロー 4,232 3,990 ▲242

投資活動によるキャッシュフロー ▲2,535 ▲1,963 ＋572

財務活動によるキャッシュフロー ▲782 ▲1,124 ▲342

現金及び現金同等物の期末残高 9,413 10,533 ＋1,120

フリーキャッシュフロー 1,697 2,027 ＋330

単位：百万円



19四半期業績推移
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10

7

4

8
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10.0%
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10.5% 9.6%8.5% 8.5%
6.1%

4.7%

12/1Q 2Q 3Q 4Q 13/1Q 2Q 3Q 4Q

売上高推移 営業利益・営業利益率推移

単位：億円

営業利益率

営業利益



20２０１３年度営業利益分析

営業利益
34.5億円

売上395億円
利益率8.7%営業利益

29.6億円

売上375億円
利益率7.9%

▲2.1

▲19.0

＋2.4

＋15.6

＋8.0

販
売
構
成
等

に
よ
る
影
響※

増
販
益
（
為
替
影
響
含
む
）

合
理
化

為
替
影
響
（
蘇
州
）

：利益の増加 ：利益の減少

0
2012年度 2013年度

単位：億円

※市場価格下落含む

開
発
費
等
増

（＋7.7）

営業利益は過去 高の34.5億円
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98

210
268 250 24029

54

58
58 63

10

40

67
67 92

137

304

393
375

395

32% 33%31%
28%

39%

2009 2010 2011 2012 2013

地域別売上高推移

他海外
（107%）

国内
（96%）

海外比率

単位：億円

中国
（137%）

前年比
（105%）

国内は主要顧客のＩＴ関連（半導体・液晶・自動組立機械）が回復せず苦戦。
海外全体の売上高は155億円で新記録



22

67 61 57
65 58 62 59 61

16
15
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18 15 15 15

18
16

14
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101
92

84

98 102 105

92 96

32%
36% 37%

41%
34%

34%34%

43%

12/1Q 2Q 3Q 4Q 13/1Q 2Q 3Q 4Q

地域別四半期売上高推移

海外比率

単位：億円

他海外

国内

中国



23セグメント別売上高推移

99
184 216 210 23638

72
91 87

8447

86 78
75

33%

39%

31% 32%
28%

2009 2010 2011 2012 2013

137

304

センシングコントロールは海外（中国）が牽引し過去 高実績

393

海外比率

単位：億円

ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ

112％

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器

96％

Ｅｃｏ・ｶｽﾀﾑ

97%

前年比
105%

375
395



24セグメント別四半期売上高推移
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12/1Ｑ 2Q 3Q 4Q 13/1Q 2Q 3Q 4Q

ｾﾝｼﾝｸﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ
機器

Eco
ｶｽﾀﾑ

単位：億円
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84

98
102101

105

92 96



25２０１３年度 セグメント別売上高・利益

セグメント 2012年度 2013年度 前年比

センシング

コントロール

売上高 21,041 23,645 112.4％

利益 3,001 3,952 131.7％

利益率 14.3％ 16.7％ +2.4pt

プロセッシング

機器

売上高 8,710 8,357 95.9％

利益 863 534 61.9％

利益率 9.9％ 6.4％ ▲3.5Pt

Ｅｃｏ・カスタム

売上高 7,797 7,527 96.5％

利益 607 534 88.0％

利益率 7.8％ 7.1％ ▲0.7pt

単位：百万円
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３．今後の事業展開



27外部環境認識

2.9%

3.7%
3.9%

2.0%
1.7%

7.6% 7.5%
7.3%

2.8%
3.0%

1.4%

4.5%

5.1%
5.4%

1.0%

1.6%

1.0%

-0.4%

-2%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

日本

米州

中国

世界

2013          2014         2015

新興国

世界経済：ＧＤＰ成長率

欧州

中国・新興国は他地域より高い成長率
（人件費高騰による自動化ニーズ拡大）

（出所） ＩＭＦ予測 （2014.1.22）より作成

半導体・FPD製造装置需要（販売予測）

単位：百億円

185

80
65

124 126
103 111

124127

38

50

38 32

21
28

28 30

29

'07CY '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15

223

94

ＦＰＤ

半導体

157

半導体・液晶は緩やかに回復も
07年（リーマン前）水準まで戻らない

（出所） ＳＥＡＪ予測 （2014.1.8）より作成
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393 375 395

31 29 34

440420

38 44
2011 実績 2012 実績 2013 実績 2014 予想 2015 目標

売上高

営業
利益

中期経営目標 単位：億円

9.0%
8.1%

8.7%
7.9%

10.0%

経営目標値

◇営業利益率１０％以上 営業利益率



経営計画達成のための重点施策 29

１. 成長分野へ戦略商品を投入

４. Ｅｃｏ分野の事業拡大

２. 中国事業の更なる拡大

３. 新興国での販売拡大



30経営計画達成施策

成長市場へ戦略商品を投入

自動車

医療
食品

電子部品

Ｅｃｏ

◇高出力3D制御
ファイバレーザマーカ LP-M
金属に「より深く」「より速い」
印字や加工が可能

エンジン部品へのマーキング

◇マイクロレーザ測距センサ
HG-Cシリーズ
１ｍｍの１/1000単位の
高精度な判別が可能

照度・温湿度を簡単管理。
省施工、長距離通信可能
“快適”＆“省エネ”を実現

◇無線環境センサ

◇耐環境ファイバ
溶剤などの過酷な環境
でも対応可能

薬品充填機での容器検出

部品の厚み測定



経営計画達成施策 31

中国事業の更なる拡大

03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15

92

2億円

中国売上高推移

蘇州第2工場増築

蘇州ショールーム
ＣＳセンタ設置

◇中国向け新商品投入加速

◇蘇州生産能力増強
（第３工場増築予定）

◇販売拠点の拡充
（21拠点⇒29拠点予定）

◇営業人員増強

中国；地産地消の拡大
企画開発・調達・生産販売・サービスの拡充

110



Indonesia

Thailand

Vietnam

Philippines

Singapore
Malaysia

経営計画達成施策 32

新興国での販売拡大

東南アジアでの地産地消スタート

“中国に次ぐ新たな成長エンジンの創出”

自動車
関連市場

・日系メーカ攻略
・現地生産、サービス体制の構築

⇒ 東南アジア攻略プロジェクト発足

電気電子
関連市場

インド・ブラジル
・将来の拡大に向けた基盤構築

日系企業の新興国への
投資拡大を背景に



33経営計画達成施策

Ｅｃｏ分野の事業拡大

“快適性と省エネの両立”

◇クラウドと連携
天気予報や生産販売システムなど、
他の情報と組み合わせた
新しい活用をサポート

『見える化』 から 『 適制御』

へ事業領域拡大
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４．２０１４年度経営計画



35２０１４年度通期業績予想

2013年度
通期実績

2014年度
通期予想

前年比

売上高 39,530 42,000 106.2%

ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ 23,645 26,000 110.0%

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器 8,357 9,000 107.7%

Eco・ｶｽﾀﾑ 7,527 7,000 93.0%

国内 23,969 24,000 100.1%

海外 15,561 18,000 115.7%

海外比率 39.4％ 42.9％ +3.5pt

営業利益 3,450 3,800 110.1%

営業利益率 8.7% 9.0% +0.3pt

経常利益 3,601 3,800 105.5%

当期利益 2,338 2,400 102.6%

EPS（円） 41.56 42.64 ＋1.08

単位：百万円

※

※エコ：148％ ｶｽﾀﾑ：86％
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12年度 13年度 14年度

研究開発費・設備投資・減価償却費

6.0%6.1%5.8%

12年度 13年度 14年度

25

売上高比

21

12年度 13年度 14年度

20

11

設備投資研究開発費

生産能力増強

単位：億円

減価償却費

14
12

24

11 12

見通し 見通し 見通し
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５．配当について



38２０１３年配当修正および２０１４年度配当予想

6 6 6 6

4 4 4
6

2

29% 26% 29% 28%

12年度 13年度予想 13年度修正 14年度予想

配当の基本方針；

株主重視経営に向けて、中期成長戦略の実行と併せ、業績に応じたより積極的な株主還元を

実施する方針です。具体的には、年間1株当たり６円を基本とするとともに、資金状況、財務状況

及び配当性向等を総合的に勘案し、可能な限り連結業績に応じた利益配分を基本としております。

１２

◇2013年度配当

当期業績においては、過去 高の

売上・利益を達成いたしましたので、

期末配当を１株当たり５円から

２円増額し７円とします。

（中間5円＋期末7円＝年間12円）

◇201４年度予想

基本6円＋業績6円＝年間12円

（中間6円＋期末６円）を予定。

単位：円

基本
配当

配当性向

業績
配当

１２
１０ １０



39将来見通しに関する注意事項

本資料において記載されている業績見通し及び将来情報

もしくは経営計画などは、現在入手可能な情報と、当社が

現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績や成果は見通しと大きく異なる可能性があります。

お問合せ先

パナソニック デバイスＳＵＮＸ株式会社 経営管理部

℡（0568）33-7211 （代表）
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